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                第1章緒   言

 余ハ第2編二於テ白色廿日鼠ヲ使用シテ低歴作用後二於ケル組織呼吸ノ攣化ハ臓器ニヨツ

テ特異ナルモノナルコトヲ設明記載シタ．低墜帥チ酸素分墜ノ低下二遭遇セル場合＝動物ハ

之昌適懸スル生活反慮ヲ招致スルトー般二考ヘラレルノデアルが組織中ノ酸素損散速度ハ此

ノ場合如何ナル役割ヲナスモノヂアルカヲ槍素スルハ必要ニシテ興味ヲ感ズル所デアル．何

                    ［ 23B ］
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ントナレバ組織細胞二封スル酸素ノ供給歌出ヲ論ズル＝當ツテハ其ノ組織二封スル酸素擬散

楽度ヲ考慮セナケレバナラヌカラデアル．

 i氣艦ノ損散＝關スル文献ヲ見ルニ，1875年（DEXnerニヨツテ各瓦斯艦が同一液盟内二滲透

スル割合ハ其ノ瓦斯膣ノ吸牧係数二比例シ，瓦斯膿ノ分子量ノ李方根二逆比ノ關係ニツルコ

トが認メラレタ．次ヂ1878年（2， Stefanガ直接二炭酸瓦斯二就テ損散ノ割合ヲ測定シタ．然

シテ1897年（s）Httfnerハ水ヲ通シテ援散スル種々瓦斯匿ノ撰散ノ割合ヲ直：接測定シテ瓦斯塵

一氣駆ノ時1cmノ厚サヲ有スルユcm弔方ノ廣サカラ24時間二滲透通過スル瓦斯艦ノ：量ヲ損

散恒藪トシタ．其ノ他滲透二關スル研究ハ近時盛ントナレル様デアルが動物組織二樹シテノ

損散恒数ノ測定セラレタルモノ少ク只1919年（4）Krogh ＝依ツテ1，2組織＝於ケル02及Co
                                        2
ノ損散ノ割合が研索セラレタニ過ギナイ．氏ハ特別ナル装置ヲ創案シテ組織膜ヲ隔テ10歎時

聞内二瓦斯禮ノ移動セル：量ヲ測定シ1分聞二1cm亭方ノ廣サニ於テ厚サ1μヲ通シテ移動シ

タ瓦斯量ヲ組織膜ヲ隔テタル面面ノ瓦斯墜ノ差ガー三門トシテ換算シ之ヲ三門恒数トシテ組

織ノ瓦斯二丁遡ノ割合ヲ比較シ殊＝酸素二半テ詳述シタ．彼ハ筋肉，結締織，ゲラチンChitin

及ビindiarubber二就テ酸素通過ノ速度ヲ測定シ夫々ノ酸素横散恒数ヲ次ノ如ク示シタ（第1

第  1 表

物   質 0回忌恒数
研究者

． 一 一    一圃   『

水 3．4 HUfner

ゲラチン 2．8 Krogh

筋   肉 1．4 〃

結締 織 1．15 〃

肝   臓 0．95 高 橋

indiarubber 0．77 Krogh

cbit五ne 0．13 〃

 来雨ハ後述スル方法ニヨツテ肝臓組織ノ酸

 累鑛散下敷ヲ求メタルニ略O・95ナルヲ知り

 タルニョリ此ノ表中二暗記シタ．

ノ目的ヲ達シ難イ．三二余ハWarburgノ組織呼吸測定法ノ奮法ヲ二丁シテ保命組織二就テ

組織中ノ酸素慣散恒藪ヲ測定スル方法ヲ考案シタ．本編二於テハ之ヲ慮用シテ低璽作用後ノ

動物ノ肝臓組織内＝於ケル酸素慣散恒数ノ攣化状態ヲ研究シタル威績ヲ記載スル．

表参照）．

 Kroghハ死中＝見ルヤウ＝彼ノ要約二於テハ

筋肉組織ノ酸素凹凹門門ハ大略1 ．4 × le－1ナルコ

トヲ記載シテヰルカラ｛5） Warburg一派ハ之ヲ限

界切片厚ノ理論的誘致二使用シテオル．

 動物組織中ノ酸素ノ鑛散速度ヲ研究スルコトハ

殊＝酸素ヲー螢養素ト見倣シ得ル礎地二於テ生理

學的及ビ病理學的二必要ナルニ拘ラズ今日マデノ

研究ハ多クナイ．生燈組織ノ酸素籏散速度ヲ論ズ

ル爲メニハ紐織が充分保中二之ヲ測定スルコトが

必要デアル．然ル＝Kroghノ方法二二ツテハ此

              第2章 實験 方 法

               第1節三三理論

      第1項 組織切片ノ厚サト呼吸係数トノ關係（爾者ノ函藪的關係）

保命組織切片ヲ「リンゲル氏液或一雨ノ他ノ浮游液内二於テ呼吸セシムル時酸素ノ濃度が切片ノ表面ヨ

リ内部二二ツテ次第二滅少シ其ノ濃度が零ニナル羅iガ存在スル筈デアル．充分二面キ組織切片ハ浮溝面内

二於テ圭トシテ2表面ヨリ酸素ノ侵入ヲi蒙ルノデアルカラ，組織切片ノ表面ヨリ組織内ノ酸素濃度が初メ

                  ［ B9 ］
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テ零トナツタ賠マデノ距離ノ2倍ヲWarburg一派が限界切片厚ト云ツテオル．

 今切片ノ厚：サガ限界切片厚（Gsenzschnittdicke以下GS卓ト略樗ス）ヲ越シタ厚サヲ有スル場合ヲ考察ス

’・二今暇戒・・切片ガア・テ其・GSdガ・mmデア・タ・スルナラ・・，此・切片＝於テ表面・・÷mm

ノ距離ノ織ヨリ内部二於テハ酸素ノ濃度が零デアルカラ此ノ織ヲ越シタ組織部分ハ呼吸ヲ螢ミ得ナイノデ

アル．今Gsdヲ越ユル適當二厚キ切片ヲ假定シ其ノ厚サヲd＋Ct＝・d／mmトスル．カ・ル切片ノ場合デモ

表面・リ÷一以内・柳田ア嘲騨分・靴騒が髄スル酸難一切片・厚サガG・d以内デアル

・等〃ナクテーナラナイ・此・關係一第1圖＝示スガ如州及ビM・ノ部分が夫k2表面・リ÷G・d

一一
ﾃmm・懸マデ・部秀・ス・け・バ此・M及ビM・ノ部分・・ガ酸素・韻シテM〃ノ齢一螺

       第1圖  消費が不可能デアル．
    一．一，．一一一dL一一h．．一．一   此ノM及ビwノ部分二於テ軍畑間内二韻

02・
M” M’ 一 02

  「＼号ノi＼α ↑ 号！1
  1         1           1         1
  巳          l            l          l

  I        l           I        I
  g         l           l         l

             l           I  り          
             で              ロ           コ

   a  ；    1   ［

c・ い｝   i
             I
    d

  曲線aハ組織内ノ酸素膣ノ大略ヲ示ス

  Cl ＝＝Co－K’dtナル關係ニアリ．

（q）ヲ算出スル時ハ

     S     S
    F・d・＝＝FCt＋・）＝＝q

シタ酸素ノ量ヲSトシ又此ノ切片ノ廣サヲFトス

ル時ハ此ノ爾部分ノミノ燈漬ハF’dナルが故＝

     s
       ＝P
    F・d

 ト置ク時：Pハ此ノ切片がGsd以内デアツタ場合

ノ組織軍童言漬ノ酸素消費蚤二等シイ．

 然ルニ組織切片がGsdヲ越シタ厚サヲ有スル場

合ニハ必ズM”ノ部分即チ呼吸不可能ナル組織部分

ヲ俘フノデアル，從ツテ此ノ切片＝於ケル酸素消費

量モ亦Sデアル，此ノ場合ノ切片全臆ノ血道ハF・dノ

デアルカラ是ノ如キ切片デ温位腿積ノ酸素消費量

 ナル關係トナリqハ凡テノ軍位艦積二於ケル李均ノ酸素消費量ヲ示ス．

 而シテ9・ ＝F’d’P ・＝F’（d十Ct）’q…・・…・…（1）

 デアルカラCtノ値が大ナtZ・）｛大ナル程qノ値が小トナル．師チ切片ノ厚サガGsdヲ越ユルコト大ナレパ

大ナル程qノ値が小トナルコトが判ル．

 然シテー方M及ビM！ノ部分及ピM十Mノ十M”部チ限界切片厚以内ノ切片部分：及ピ切片全盟ノ乾燥重

量ヲ夫・m及ピm・トナス時一一！9．及ピ．薯・・夫々W・・b・g・呼吸繭・知（伽S・・mm・琿位ト
              m      m

スル）其ノ緬封値ヲ夫々IQo2｝及ビ／Qo212ニテ表ストキハ

    m ［Qo，」1 ＝＝s

    m／IQo壷篇S

    ∴器」驚詩・一・一（2）

 叉d（＝Gsd）及ピdノガm及ビmノニ封スル關係ハ次ノ通りデアル．

      m’K
    d＝
      F’s

    d・＿．些些

      F’s

    ∴垂≒罪…一…（3）

                     ［ 240 ］
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 但シKハ組織ノ｛無重量ト乾燥重量トノ比

    Sハ組織ノ比重

    Fハ組織切片ノ廣サ

 （3）式ヲ2式二代入シテ

    d ． iQo， ．，．

    d／  iQOL）l

    d－！lilQll，ili；El－C［｝，idi．．・．．．．．．．．，（4）

トナル，

 實験二依ツテdノ，IQo，・i及ビIQo212ハ夫々求メ得ル可能性が充分アル，之等ノ値ヲ求メ得ルナラバd自ロチ

Gsdヲ算出シ得ル．

叉IQ・・2」斗璽一・一・・…（5）

トナルカラdノが大ナレバ大ナル程「Qo2』ガ小トナルコトが判ル．

 IQe、・；’Gsdバー定ノ酸素駆申二於テハ組織が同一デアリ鑛散恒敷が同一デアッタナラバ不攣デアル．故二

i〈？021L7 ＝＝ Y

dノーxト置ク時ハ此ノ旧記ノ下二於テハ

   y一＝IQoti’Gsd’；． ・・・・・・・・・…（6）

          x

  但シx＞d

トナリ，y＝＝F（x）ノ「グラフ」ハ・一ツノ双曲線トナルコトが制ル。

        第2項呼吸ノ大イサが酸素分厘i＝殆ンド無關係ナルコト

 先キ・二第1項二於テ述べタルが如キ理論ノ成立スルニハ酸素分墜ニヨツテ呼吸ノ大イサが攣化セザルモ

ノデアルト見倣シ得ル必要ガアル．一般ニハ酸素膣が殆ンド零ニナルVデ呼吸ノ大イサが攣化セナイモノ

ト見倣サレ得ルノデアル，之ハ三献ニモ見ル所デアツテ其ノ理論ハ次ノ通りデアル．

 （藤田秋治，醤學生物學研究領域二於ケル検厘i法ト其ノ慮用参照）ρ

 訳ノ符合ハ夫々次ノ意味ヲ有スルモノトス．

 CFe一酵素三部元型ノ濃度

 CFeo2一酵素鐵酸化型ノ濃度

 CΣFe一以上爾者ノ和（CFe十CFeo2）

 Po～一酸素屋

 B－Feノ酸化ノ速度恒籔

 B！一Feo2ノ自涜性分解＝ヨル還元速度恒轍

 Bii ＝＝ Feo2呼吸＝ヨルノ還元速度恒数

 A＝呼吸屋

 t＝時間

 若シ組織細胞が充分燃饒物質ヲ含ソデ居ルトスレパ牛衡朕態二於テ

    E｝SCIIIEIggz－l eo2．．o

     dt

 然シテ酸化セラル・丈還元セラル・ノデアルカラ

   1’oz’B’CFe一（B’＋B“）CFeo2＝O・・・・・…一・一一（1）

                    ［ 241 ］
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叉李衡賦態二於テハFeo2ノ生成セラル・丈ヲ呼吸ニヨツテ分解スルノデアルカラ

    Po2－B’CFe＝（Br十Bit）CFeoz ＝A・・・・・・・・・…（2）

 Bノハ：B”二比シテ小ニシテ無親出來ルカラ

    Poe’B・CFe ＝＝ B’i’CFeo2＝A・・・・・…一 ・・・・…＋・ ・・一 （3）

 5Z： CFeoz＝CXFe－CFe… … 一・一・・・・・・・・・・… 一・… （4）

（4）式ヲ（3）式二代入シテ

    A＝＝B，t（C£Fe 一一CFe） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…＋・ （5）

C：Feハ曽通CΣFe二比シテ小ニシテ無覗スルコトが出來ルカラ

    A＝Btt・C2Fe・・・・・・・・・・・・・・・…一・一一・…一・・・・・・・・・…（6）

eNg d 凾?処黶Eナ・・條件二於テ呼吸量一P・・二鱗係デアル・

叉＃，1値一W・rb・・g・…K・b・w…ノM・…c・cc・・c・ndican・二就テ・測定二・レパ・・”C二於テ

    一ill｝，．， 一ii；ioo・ooo＋・一・一・・・・・・・・・・…｝・…．・…．．・．．．．， （7）

デアルコトが知ラレテ居ル．部チ10℃二曲テ酸素墜一氣屋ノ場合ニハCFeez年少クトモCFe／10萬倍デ

アルカラ呼吸ニヨツテ還元セラル・丈酸化セラル・モノナルコトが判ル．故二Po2ガ10萬分ノ1氣歴ニナ

  一． dCFeo7
        ＝0デアリ得ル，換言スレバ此ノ範團内二Po2ノ大イサガアル場合ニハ呼吸ノ大イサガル’マア，
     dt

不痩デアリ得ル．實際的ニハ酸素璽が殆ソド零ニナルマデ呼吸ノ大イサが財産デアルト見傲シ得ルコトが

判ル．

       第3項限界切片ノ厚サ（Gsd）ト組織内酸素損散恒藪トノ關係

 先キ・二上1項及ピ第2項二於テIQc）212，「Qo21及ピd’ノ關係カラGsd即チ限界切片厚ノ値ヲ求メ得ルコト

が明カトナツタ．

 更二Gsdト組織内酸素蹟心証敷トノ關係ハi欠ノ檬デアル．

 組織内ノー新玉二於ケル酸秦ノ濃度レ・組織口封スル酸素ノ鑛散恒数，組織内ノ酸素浦費量及ピ外界ノ酸

素墜ニヨジテ定マル．

 今底面Fナル廣サヲ有スル組織切片ヲ假定シ其ノ底面ヨリzノ方向二zノ距離二於ケルdzノ厚サヲ有

スル微細切片ヲ假定スルニzノ位置伊州テdt時閣内二通過スル酸素量ハ

第 2

z

圖

F

｝d’

    ＿D．F逆」dt
       dz

 D＝酸素ノ組織二封スル蹟散恒数

釜四散三二於ケル齪・攣㈱チ鑛納配デアル．

 叉同一時間内二厚サdzノ微細切片ノ他面ヲ通過スル酸素量：ハ

    一DF傷＋｛路・・）・・

デアル．而シテ之等ノ關係が李衡状態＝アル故二微細切片中n於

ケル酸素濃度バー定デアル．從ツテZノ面二於テ微細切片中二侵

入スル酸素最トz＋dzノ面ヨリ逃レ出ル酸素屋トノ差ハ組織片ノ

酸素浦費量二等シクナクテハナラナイ．

故ニ

ーD’F一
F：／一dt＋D’F’一1；；／一 dt＋D’FLdd ／一dz’dt＝：A’F・dz’dt．

                    ［ 242 ］
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但シA＝軍位腿積軍位時間内二組織が消費スル酸素ノ量デアル，

從ツテ
    gelc， 一一C一・・．一，・・．・”・．・一．，…”．．．，”．一，i，

 此ノ式ニヨツテZノ方向二於テ組織内ノ酸素濃度勾配ノ縫化ノ度合ガー定デアルコトが制ル，

 （1）式ヲ積分シテ

    ：： 一“， z＋Ci ・一・…一 一・・一・一・一・一 （2）

    C＝tD－Z2＋CIZ＋C2・・・・…一・・・・・・・・・・…（3）

 （3）式二於テ積分常歎C2ハz＝oナル時二於テ1孚游液内ノ酸素駆ト等シク之ヲCoト置クコトガ出來ル．

叉切片・厚サ・’面心ビ脚片厚・間ニアル…條件二於テー晋一ナル鮎二於テ釜一・・ナル

カラ之等ヲ（2）式二代入シテ

    含・÷＋q一・

    ct＝．”一ttiltlil／一一”．．．．“．”．．”“．，． ”，．．．．．．（4）

 （4）式ヲ（3）式二代入シテ

    C一書一病害・＋C・

若シ・一一睾嘔ケ糊片・中螂二於ケル酸素・醸が得ラレルカラ之・置キ換一ル時一

   C一無爵L器÷＋C・一C一・篇2・・・…（5）

 若シd！ガ小サケレバCハ殆ソドCo二等シクd！ガ増加スルニツレテ。ハ次第二小トナリ零トナツタ時

ノd’ハ限界切片厚dデアルカラ
      Ad2
          “．”．．”．”．””．”．．”一．．H（6）    Co＝
       8D

      Ad2
        ．“”．．m”．”．．．．” ””．・一一・（7）    D ＝＝
      8Co

 NIV’arburg ； Uber den Stoffwechsel der Tumoren． Berlin，1926 S．70参照

 第7式ニョリ限界切片厚ハ組織ノ酸素消費騒が大ナレバ大ナル程小トナリ鑛散恒数が大ナレパ大ナル程

大トナノLコト及ビ浮游液内ノ酸素分墜ガー定ナル時ニハ限界切片厚が大ナル爲メニハ酸素鑛散恒敷が大デ

ナクテハナラナイコトガ｛llrJ ・t．叉實験的二Co， A及ビdノ値ヲ頭目得ル時ハDノ値ヲ算出スルコトが出來

ルコトが明解トナツタ．

                第2節實験方法ノ方針

 第2章第1節二一テ記述セシ所ニヨリIQo，「， IQo2i2及ピdノヲ知ルコトニヨリGsd＝dノ値ヲ算出スルコ

トノ出來ルコトヲ知り，：又前節ニヨリCo， A及ビdガ既知ナル場合ニハD（鑛散恒数）ヲ求メ得ルコトヲ

知ツタノデアルカラ實験ニヨリi欠二列記スル諸項ヲ測定セバDヲ求メルコトガ出來ル．

    1・ 1（20L）1 2． Qo2「2 3・d／ 4・A 5． co

 次二順ヲ追フテ上記5項ノ値ヲ求ムルコトヲ記載スル，

                第3節實験實施

             第1項IQo2吸ビlQo2』ヲ求ムルコト
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 Warburg（5）記法ヲ慮用ス．

 呼吸槽ハ点点器

 浮游液ハ次ノ二方ニヨル．

    O．9 g／dl NaCl 1．15 g／dl KCI

    1．3 gfdl NaHCO3 1．22 g／dl CaCI2

 以上ノ如キ各原液ヲ

    ：NaCI液100cc   K：Cl液  2cc

    CaC12液2cc   NaHCO3液2cc

 ノ割合二混ジタルモノヲ使用シ組織片ヲ該液2cc中二浮游セシム．

 副室ニハ7％：NaOH溶液0．1ccヲ入ル．

 恒涯槽温度37．5℃

 二二時間30分

 隔心歎ハ毎分60回振幅約10cm

 瓦斯腔ハIQo2［ヲ求ムルモノニハ90 ・一97％ 02ヲ苛性曹達溶液（30％）ヲ通過セシメタルモノヲ使用シ

IQo，・！，ヲ求ムルモノハ室氣ヲ使用シタ．而シテ法ノ如ク組織ノ乾燥重量ヲ求メWarburgノ呼吸係籔ヲ算

出シタ．

              第2項切片ノ厚一v一 drヲ求ムルコト

 呼吸係厳測定二使用シタ組織切片ノ乾燥重量ヲ求メ（之ハ呼吸係激ヲ求ムル爲メニモ必要ナリ）更二同一

組織ノ比重，乾漏重量ノ二二ビ切片ノ廣サヲ求メテ算出スル．

 1）比重sソ求メ方

室温隈ニテ調製シタル・・9％謡言・・腫（18040）一・1…863デア…

 組織ノ室氣中二於ケル重サヲaトシテ該食盤水中デノ重サヲbトスル時ハ其ノ組織腫債Vハ18℃二於

テ次ノ如クデアル．

    V＝＿書一b
      1．00863

 從ツテ今組織ノ膨脹率ヲ水ノ夫ト略同標ト見徹ス時ハ37．5℃二於ケノt該組織ノ髄積Vノハi欠ノ式ニテ現

サレル．

    VノーV響轟鐙轟響一L論・嬬監＋・）…9686≒a一・

故二・（37．sec40C）一満r・聯・・ガ出來ル．

 故二比重ハ衣ノ如クシテ測定シタ．組織呼吸測定用切片ヲ切り取りタル残りノ組織ヲ可及的簿ク切り實

験（呼吸測定）ノ濟ムvデ組織俘游液ト二三ナル液申二浸シ置キ後豫メ漏シ置キタル吸墨紙上＝テ水分ヲ取

りテ500mgマデノTornsionswageニテ重サヲ測定シ後之ヲ風袋共二上述セル食璽水申ニテ測定セリ．此

ノ際組織ノ重量ハ室氣中ニテ300－400mgヲ使用セリ．風袋ノ吊下ノ部分ガ20cmニシテ重量62・［mg食盤

水中ニテ61・Omgノモノデアル．水中ノ重量ヲ測定スルニハ内容約300ccノ「ペツヘル」二充分食盛水ヲ入

レ，組織片が風袋共二二ノ中央二位スル標ニナス時ハ表面張力ノ障碍殆ソド無ク測定スルコトヲ得．

 2）乾燥重量（m）ハ漏重量（a）トノ比（K）ヲ求ムノLコト上述ノ如ク比重ヲ測定セシ後二之ヲ100℃ノ乾燥

器ニテ乾燥セシメ後室温トナシTornsionswageニテ測定セリ．乾燥二際シテハ組織切片ヲ豫メ重量ヲ測定

セシ2x2cm位ノ吸墨紙（充分乾燥セリ）ノ上二載セタ。
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室氣中ノ
重量amg

364．5

328．5

377．0

水中ノ重

量bmg
15．3

14．0

16．0

乾燥重量比 重
mmg s

70．o 1 1．043s

61．8

71．0

1．0445

1．0443

均
1 1．0442

  aK＝＝． ．．r“ 一

  m

5．207

5．316

5．31e

5．278

 忌門實験ノ「プロトコール」ノ1例ヲ示セバ第2表

ノ通りデアル．

 表ハ同一組織二就イテ同点ナ測定ヲ3回試シ其ノ

卒均ヲ求メタモノデアル．

 3）組織呼吸測定二使用スル切片ノ作り方鏡利ナ

ル洋型剃刀ニテ可及的廣ク切片ヲ作り（熟練ヲ要ス）

之ヲ濾紙上二浮游液申ニテ載セ静カニ液外二出シ直

as 6mmヲ有スル鏡利ナル穿孔器ニテ血管其ノ他ノ穿孔ヲ有セザル厚サー檬ナル部分ヲ切り取ル時ハ圓形

ノ切片ヲ得ル．此ノ唾液中ヨリ静カニ叉水ZIS ＝ 99リ出サザレバ切り取りタル後欄圓形トナルコトガアル．

 4） 切片ノ面積（F）ヲ計ルコト

 呼吸測定ノ實験終了後壁ノ薄キ小ナル「シャーレJ二浮游液ヲ入レ此ノ内二切片ヲ沈メ1mmノ方眼紙上

ニテ直径ヲ計レバヨイ．籏大レンズ」ニテ0．1mmマデ目測スルノデアル．直as 6mmノ穿孔器ニテ切り取

レルモノナルモ「リンゲル液中ニテ必シモ6mmノ直径ヲ有セル組織切片ヲ得ラレナイ．

 5）切片ノ厚サ（dりノ算出

 以上ノ如クシテ組織比重乾燥重最ト潔重壁トノ比切片ノ面積，乾燥重最ヲ求5ルコトが出來ルノデアル

カラ之ヨリ切片ノ厚サヲ算出スルコトが出門ル．

      m’K    dノ＝
      s’F

         第3項組織1立方糎ノ酸素浩費量Aノ値ヲ求ムルコト

 iQo2：ハ組織ノ乾燥重量1mgガ1時聞二消費スル酸素ノ量（m9）デアルカラ組織lcm？ガ1分間二消費ス

ル酸素ノ量ハi欠ノ式ニテ求ムルコトヲ得ル．

    A＿Qo・遁L
      60K

    A・＝組織lcm3ガ1分闇二消費スル酸素騒（cc）

    ・一組織・比重（37．se4e）

    K＿一淑重最一
      乾燥重量

            第4項酸素ノ分冊i Coノ値ヲ求ムルコト

 膝甲ガ「リンゲル液二接シテ37．5℃二閉鎖サレ李衡セル場合二於ケル酸素分堆雪室氣中ノ酸素ノ％ヲ21

％ト回想スコトガ出來ルカラ次ノ式ニヨツテ算出スルコトが畠來ル．

    C。一（B・一4＆4）？1・互お

          76V

    Coハ酸素駆（軍位，二三）

    Brハ實験時ノ大氣e堅 mmHg

    48．4ハ37．5℃二於ケル水蒸氣駆mmH繕

          第5項 實験値ノiQo．）’，ヲ理論値二換算スルコト

 以上述べ來レル所ニヨリテDヲ求ムルニ必要ナル諸因子ヲ求メ得タルモ，前述ノ如クナシテ求メタル

lQo蜘即チ限界切片厚ヲ越ヘタル場合ノ呼吸係敏が理論的激値ヲ示セルや否やヲ検討スル必要ガアル，何

トナレバ理論ノ部二於テハ切片ノ測面ヨリ浸入スル酸素ノ量ヲ無記セシタメデアル．

1）實験式ニヨリ李均ノGsdヲ求ムルコト

                     ［ 245 ］
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余が正常白鼠肝膜＝就イテ行ヒタル成績二二テ實験的IQo，1・． ＝yト切片ノ厚サdノ＝＝・xトノ間ノ函数關係

ヲ示ス「グラフ」ハ双曲線様曲線ヲナス．實Wt ＝ヨリテ得タル籔値ハ第3表二示スガ如シ．

    第3表 正常「白鼠」ノ二二成績        第4表 正常「白鼠」

切片ノ厚 呼吸係激 切片ノ厚 呼吸係数

サmm ρ02「2 サmm ρ02「2

x ア x y

0，373 7．07 0，258 7．80

O，341 7．26 0380 5．78

0，398 6．32 0，413 5．59

0，437 5．39 0，510 3．96

0，465 6．07 0，418 4．87

0，538 5．15 0，510 3．73

0，623 3．70 0，534 3．45

0，604 3．79 0，403 5．98

0，446 6．17 0，455 5．17

α470 5．44 0，500 4．54

0，471 4．82 0，531 3．85

O，384 5．30 0，507 3．66

0，267 6．07 0，575 3．02

0，512 5．12

n離27

】⑪gア＝＝一・0．905340gx十〇．3703・・・…

中門式（1）

ノ呼吸係数（Qo2）

（Warburg’alte Method）

上記實験式（1）二

y－10．14ヲ入レルトキ

 x＝＝O．198トナル

部チ表記セル實験ノ

Gsdハ0．198トナルコト

が判ル．

上表二於ケルy＝＝F（x）ノ二二方程式ハ次ノ如シ．

   logy＝一〇．9053． Iogx十〇．3703・・・・… 一・… （1）

但シ10gx，10gy二上イテi欠ノ最小自寸法公式ニヨリConstantヲ求メタ．

    ．Σ（餐）耳⑦一nΣ（xy）．

   a＝＝ ｛£（x）］2 一m£（x2）

     £（x）2（xy）一£（x7）E（y）

   b＝圃・一・Σ〔歩一

   n＝實測方程式ノ個数

2）換算係激ヲ求ムルコト

上記第3表二示ス實一二於テ使用シタ8匹ノ正常白鼠肝臓二就テ測定シタ組織呼吸係数（Warburg氏法

ニヨル）ハ第4表二示スガ如ク卒均一一10．14デアル．

故二實験式（1）二＝・10・14ト代入スル時ノxノ値ハ4s均Gsdノ値デナクテ・・ナラナイ． EPチx＝O．198ト

ナル．之ニヨツテ此ノ實験群二於ケル室氣ヲ以テナセシ限界切片厚ノ卒均値ハO．198mmテアルコトが判

ツタ．（xガGsdヨリ小ナ’L場合ハyハ常二IQotlデアルカラ上ノ式ハx＞0．198mm以上ノ場合ノミ適用セ

ラル）

 之ノ如クシテ三二ZF均ノGsd及ピ！QO21ノ値ヲ得タカラ，既二述ペタ理論式

    Q伽・謡曲二副舞卜轟厚剰

 ナル方程式ヨリ任意ノ厚サヲ有スル切片二二ケルIQo2』ノ理論値ヲ算出シ得ラレル．（第5表第2列〕

 又實験式カラ任意ノ厚サヲ有スル切片二於ケル’Qode）ノ値ヲ算出スルコトモ出來ル（第5表第3列），

                    ［ 246 ］
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第 5 表

理論式ヨ
葛＜＜^

實験式
i1）ヨリ

0．39 5．15 5．50

ル 求メタル 0．40 5．02 5．38

Qo212 ρ02』
0．41 4．90 5．26

Warbung
呼吸係数 10．14 0．42 4．78 5．14

0．43 4．67 5．04

限界切片
冝i室氣中）

0，198

imm）

『
0．44

O．45

4．56

S．46

4．93

S．83

切片ノ

凬T y y’
0．46 4．36 4．74

（mm） 0．47 4．27 4．65

0．25 8．03 8．23 0．48 4．18 4．56

0．26 7．72 7．94 0．49 4．11 4．47

0．27 7．44 7．68 0．50 4．02 4．39

0．28 7．17 7．43 0．51 3．94 4．32

0．29 6．92 7．19 0．52 3．85 4．24

0．30 6．69 6．98 0．53 3．79 4．17

0．31 6．48 6．77 0．54 3．72 4．00

0．32 6．27 658 0．55 3．65 4．03

0．33 6．08 6．40 0．56 3．59 3．96

0．34 5．91 6．23 0．57 3．52 3．90

0．35 5．74 6．07 0．58 3．46 3．84

0．36 5．58 5．92 0．59 3．40 3．78

0．37 5．43 5．37 0．60 3．35 3．73

0．38 5．28 5．63

第6表 Gsdノ小ナル場合ノ實験

（低歴ノ作用セル場合ノモノ）

第7表 Gsdノ小ナル

 場合ノ呼吸係数

切片ノ厚

サmm
 x

O．303

0．319

0．258

0．248

0．213

0．384

0．340

0．395

0，282

0．200

0．271

0．262

0．397

呼吸係釧
iQo．）1．，

 y
5．94 1

5．85

6．80

6．95

4．21

4．91

4．39

4．65

5．47

5．67

5．41

6．43

3．28

切片ノ厚

サmm
 x

O．402

0308

0314
0．377

0．430

0．377

0．350

0．265

0．271

0．364

0．396

0．368

0．471

呼吸係撒
fQo，） 12

 y
3．45

7．16

7．09

7，04

4，60

4．67

4．16

6．23

6，44

4．09

4．81

4．17

296

n ＝＝ 26

1ogy ＝ 一〇，7963 loyx十〇．3141

        ……實験式（2）

番號 Qo2

1 一 9．79

2 一 9．82

3 一 10．21

4 一 9．87

5 一 9．00

6 一・ P0．60

7 一  8．54

8 一 13．42

9 一  9．56

10 一 10．69

11 一 8．56

12 一 10．70

13 一  9．00

干 均 一9958

上記實験式（2）二
y＝9．96ヲ代入スル時ハ
x＝O．138 Fナル

表二示セル實験ノZF均ノ
限界切片厚ハO・138mmナ
ルコトヲ知ノレ

g 247 ）

2767

第；8表 Gsdノ大イ

  ナル場合

（アドレナリソノ直接

 及ビ間接作用場合）

切片ノ厚サ
 （mm）

  x

 O．502

 0．476

 0．552

 0．371

 0，656

 0．568

 0．555

 0．438

 0．556

 0．364

O．406

0．385

0．601

0．727

0．508

0．357

0．517

0．4se

O．486

0，521

呼吸係厳
jQ 0210．

 ア

 5．16

 5．00

 4．08

 5，86

 4．40

 5．91

 4．80

 6．25

 4．31

 6．43

 7．39

 7，89

 4．61

 3．51

 5，28

 6．91

 4．73

 4．63

 6．20

 5．08

n＝20

1ogy＝＝一〇．8869 logx十

 〇．4519……三三式〔3）
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第10表 實験値ヨリ理論値

  ヘノ換算係数（k）

第g表Gsdノ大ナ
ル場合ノ呼吸係数

（「アドルナリソ」ノ直接

及ビ間接作用セル場合）

番 號 Qo2

1 一  8．74

2 一  8．87

3 一 11．68

4 一  9．29

5 一  7．47

6 一 1α49

7 一  9．26

8 一  9．15

9 一  924

10 一 8．72

李則 一 9．30

上記實験式（3）二

y二9．30ヲ代入スル時

x ・＝ O．262トナル

表二示セル實験ノ李均ノ

限界切片厚ハ0・262mmナ

ノ：〆コトヲ知り得ノレ．

iQe2r

限界切片
ノ厚サ

切片ノ厚
サ

O．25

0．26

0．27

0．28

0．29

0．30

0，31

0．32

0．33

0．34

0．35

0．36

0．37

0．38

0．39

0．40

0．41

0．42

0．43

0．44

0．45

0．46

0．47

0．48

e．49

0．50

0．51

0．52

0．53

0．54

0．55

0．56

0．57

0．58

0．59

0．60

1

9．96

O．138

O．884

0．877

0．871

0．864

0．858

0．852

0．847

0．841

0．836

0．831

0．826

0．821

0．817

0．8i2

0．808

0．802

0．800

0．796

0，792

0．788

0，784

0．781

0．778

0．774

0．7ア1

0．768

e．764

0．762

0．759

0．756

0．753

0．750

0．748

0．745

0．743

0．740

II

10．14

O．198

O．976

0．972

0．969

0．966

0．962

0．959

0．956

0．953

0．931

0．948

Q．945

0．943

e．g40

0．938

0．936

0．933

0．931

0．929

0．927

0．925

0．923

0．92 t

O．919

0．9工8

0．916

0914
0．912

0911
0．909

0．907

0．906

0．904

0．903

0．901

0．900

0．898

1旺

9．30

O．262

O．998

0．994

0．990

0．986

0．983

0．979

0．975

0．972

0．969

0．966

0．963

0．960

0，958

0．955

0．932
0．94’）

O．947

0．945

0．942

0．940

0．937

0．935

0．933

0．931

0．929

0，927

0．925

0．923

0．921

0．919

0．917

0．915

0．914

0．912

 第5表二見ルが如ク實験式ヨリ得タルiQo，・ ，ノ値ト理論式ニヨリテ得タルIQく，2』ノ値トノ聞二多少ノ開

キが存在スルノデアル．之ノ開キヲ生ズル原因ハ主トシテ切片ノ側面ヨリ酸素ノ鑛散ニヨルモノナラソト

考ヘラル．

 故二實験式二豫ツテ得タルIQoi2 ＝y’ハ理論式ニヨツテ得タルIQo振一yヨリ大デアル（第5表参照）．

此・瀦・比ナーk一瑚片・厚サ唖二G・d二曹係スル・

 此ノ關係ハ第10表二明カニ示サレテオル．自ロチ第10表II列ハ第3，4，5表二示シタル正常白鼠ノ肝臓ノ

・ナニシテ1列一G・dガ正常以下ナル場合（第6，7鰺照）・ナ・11［列一正當以上・G・dヲ示セ・暢合

（蹴9鯵照）・寺ヲ・ノ大イサ・順二列記シタモ・デアル・第3圖一此等・露払・圖示シタモ・デ

アル．

                    ［ 248 ］



酸素不足ノ呼吸機韓二及th“ス影響

第 3 圖

2769

（log y）

1＋D

O－9

O．B

O－7

OJS

O・5

Oi4

O・3

O・2

O・1

Gsd＝o．138

   ・て諮a壽σ2砂

Gsd＝O．1’X8

1，3，5 ノ、實験式ニ ヨ ノし言十算fLf｛

2，4，6ハ理論式mヨル計算値

L

4

G

ら

3

一〇．4 一G－3

“一一一Hll．一一一v一一
一〇一8 一〇7 一〇．6 一〇一5 一〇2 一〇1 （log x）

 斯クシテ實験的二求メタiQo，，1，ハ理論値デハナイコトが判ツタカラ實験的経験ヨリ得タ係数kニヨツテ

補正シテ理論的IQo2』ヲ求メネバナラナイ，郎チ

    ytk＝y．．j／9siSiEfgQoLi，Gsd

    G，d＿一Σく・ヒ’df－

       1（2｛．），，］

 トナル．

                第6項 計  算  法

 今マデ理論的二亦實験的二鑛散恒数ヲ誘導スルコトヲ記述シタノデアルが此虞二計算法ノミヲ抄記スレ

パ191ノ如クナル．

 1，公  式

                     ［ 249 ］



 2770              高    橋

 a）切片ノ厚サ（dり

    賎響一一・（1）獄三面サ・一腫K一綴慧一

 b） IQo？「2ノ理論f直y

    y＝y／k…・・…・………（2） yノハIQe2」2ノ實測値

・）腫・（37．se 40）

    ・一。1、一一（3）言；雛織ε至即下盤鶯鍔孟臨中．重サ

d）組織lcme・1分間ノ酸素消費量（A）cm3

    A，，＝ueQoo．2iS．…・．…（4）

 e）限界切片厚（Gsd＝d）

    Gsd一＝一1，ux81？f，一・一・・・…一・・（5）

 f）素分三三（Co）軍位氣駆

    C。一（B・一48・4）創古＿．（6）Br一實鵬，欄mmH9

           760

 9） 四散晶出（D）ノ誘導式

    D＝＝一s“rcd一．2’”“’“’”’（7）

 但シkハ前揚ノ表ヲ使用ス，F・s・Kハ毎實験測定ス．

 2．「プロトコール」ノー一例

 15／［1【 1935動物番監記9（白鼠）畳豊重80．Ogr

 Br＝763．O

 a＝＝443．9mg

 組織ノ乾燥重量＝91．7mg

 b＝21．7mg

 ，．．g．．．一＝．．SSg：2＝r＝A 一S3・9． J一 一＝i．os4

      443．9一一21．7  a－b

   443．9      ＝＝＝4．84 K ＝＝m
    91．7

FQo21及ビIQo212ハi欠ノ如クWarburg民奮法ニヨツテ求メル，

切片3・d・一壷一歯面艦一α3・3mm

切片4／d・一通口繕ξ細田・・3・9mm

切片・二・ルA一一鷲r－gll護lil14－a5・9ccx1・一・

切片2二・ルA」欝一」暑認il14－a597ccx・一・

A，李均値（3．509十3・597） S＝・3．553×10－2cc

C・一（B札元1＆4）・銭一76誌ま＆4・論一α1975

iQ倒2ノ理論値ヲ算出スル爲メニGsdガ何レノ近クニ存スルカヲ見ル爲メニIQo2』ノ實測値ニヨツテ次

ノ計算ヲスル．iΩoL）／ノ平均値ヲ使用スル．

                    ［ 250 ］



第  1

酸素不足ノ呼吸機轄二及ボス影響

1 表

衡輝輝劇・12 3 ・15
瓦 斯 腔 0298％0298％ 0221％ 0221％ 0221％

切片ノ番號 ・12 3 4 Thermo．
b≠窒盾高?狽?

m（mg） 3，010 1236・ 1，816 1，842
一

直径（mm） 1 5．92 5．81

F（（mm：2） 27．53

?一

26．51

∫Qo21 9．67 9．91
 

lQo2』 一          ．

сm
α3]ml a319

@mm
A  3．509

モモ?P0一ク 画餅  ・1

A及d／ZF均 3．553×10－2cc 179×10－2cc

2771

切片3一 ?U’一

    s94is1qNy・303 ． ．． o．1stlmm

      9．79

切片4一?Y一
    12：・｛｝12，i！85×．vy．3Lt．． o．lglmm

      9．79

 之等ニヨツテ切片3二於テハ切

片ノ厚サガO．3e3mlnデGsd＝dガ

O．184mmノ近クニアルコトが判ル

カラIQOL，1？ノ理論値ヲ求メル爲メ

ニ第10表二於ケルII列ノ切片ノ厚

サ0．30ノ所ノk部チ0．959ヲ使：用

シ，切片4ノ場合ニハ同様11列ノ

切片ノ厚サ0・32ノ所ノk 9Pチ0・9

53ヲ使用スレパヨイ．

 故二iQo．71ノ理論値ハ次ノ如クナル．

 切片3ノ場合IQo2i2・k＝5．94×0．959＝5．696

 切片4ノ場合IQo？「2・k＝・5．85×O．953＝5．575

 i歌島各切片ノdノ値ヲiQo2’2ノ理論値ニテ求メル．

切片3・d・＝ u暗・一6響03一一…76mm

切片4／d一一蝿黷T57謬堕一α・82mm

 此ノ實験二於テ同一組織ニテCo＝O．1975氣墜ノ時二限界切片厚ノ値が切片3二於テハ0・176mmトナリ

切片4二於テハ0．182mmトナツタ．故二李均ノ値ヲ求メテdノ値トスル．

    d＝一一〇：1．7tit・1－82一一．．，． o．17gmm＝1．7g×10－2cm

        2

弗D一十一一3553x1錨；1ま10－2）2』§留咽5一α72・2…一5

K：・・ghノ恒数ト同上件ニスル爲メ＝104ヲ剰ズレ，膿散恒数が求メラレル．

    O．7202×10－5× 104 ＝＝ O．72 × 10－1LJ下x10－1ヲ略ス

 即チ本丁瞼二於テハ蹟散無才ガ0・72デアル．而シテ限界切片ノ値が正常二部チ0．194mmノ近クニ存セ

ズ0・262mm或ハ0・138mmノ近クニアル時日其ノ場合ノ牡牛kヲ使用スルハ勿論デアル・余ハ0・170－O・23

0mmノ間二限界切片ノ厚サガアル時ニハ第10表二於ケルII列ヲ使用シ，之ヨリ大ナル時ハIH列，小ナル

時ハ1列ヲ使用シタ．

               第7項測定値信用度ノ吟味

 前記ノ測定法ニヨル測定誤差ノ大イサヲ窺知スル目的ニテ次ノ實験ヲ試ミタ．

 三頭ノ白鼠肝臓二就テ各「Qo21ノ値ヲ2個亜二IQo2．2ノ値6個ヲ求メ其ノ各ニヨツテDヲ求メタルニ第

12表乃至第14表二示ス成績ヲ得タ．動物ハ何レモ健康雄性成熟白鼠デアル．

［ as1 ］



2772 高 橋

第12表測定誤差ノ實験第1例

容器符號 K
［ ρ021

  A
モメ~10一芝

ρ02｝2
d／

高

11Qo2』理論値
 d

高
Co  D

~10一1

B 4，711 1，059 8．87 3，320 5．78 0，380 5，549 0238 0，195 1．20

E 〃 〃 〃 〃 5．59 0，413 5，210 0243 〃 1．26

11 〃 〃 〃 〃 3．96 0，510 3，679 0，212 〃 0．94

D 〃 〃 〃 〃 4．8ア 0，418 4，562 0，215 〃 α98

H 〃 〃 〃 〃 3．73 0，510 3，465 0，199 〃 0．84

1 〃 〃 〃 〃 4．15 α534 3，839 0，231 〃 1．13

8 〃 学 8．51 3，188 5．78 0，380 15，549 0，248 〃 1．26

E 〃 〃 〃 〃 5．59 0，413 5，210 α253 〃 1．31

II 〃 〃 〃 〃 3．96 0，510 3，679 0，220 〃 1．02

D 〃 〃 〃 〃 4．87 0，418 4，562 0，224 〃 LO2

H 〃 〃 〃 〃 3．73 0，519 3，465 0，208 〃 0．88

1 〃 〃 〃 〃 4．15
    1
O・5341 3，839 0，241 〃 1．19

M 3，259 α228 1．09

σ
1±α・4

第13表測定誤差ノ實験第2例

容器亭亭

   ’

j sp． G lQo21
  A
モモ?P0－2

1Qo212
d／

高

ρく）？：2

攪_値

 d

hnm
Co  D

~10－1

B   4．48
@  1      〃

@     〃
@  i“   1      〃

@     〃

@     〃

@     〃

@     〃

@     〃

@     〃

@     〃

1，058

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

  7．34

@ 〃

@ 〃

@ 〃

P 〃
P  〃

@ 7．92

@ 〃

@ 〃

@ 〃

@ 〃

2．89  5．18

@4．91

@4．11

@3．85

@3．66

@3．12
@5．189 4．91

@4．11

@3．85

@3．66

@3．12

0，403

O，495

O，500

O，531

O，507

O，575

ｿ403

O，495

O，500

O，531

O，507

O，575

4．95

S57
R．76

R．56

R．40

Q．85

S．95

S．57 13．763．563．402．85

0，272

O，308

O，256

O，258

O，235

O，223

O，252

O，286

O，239

O239
O，218

O，207

0，196

@〃

@〃’

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

1．36

P．74

k20
P．22

P．06

O．91

P．25

k62

k13

P．13

O．94

O．85

@ M 3．01 0，249 1．20

σ ±0．24

［ 252 ）



 酸素不足ノ呼吸機轄二及ボス影響

第14表 測定誤差ノ實験第3例

2773

容器符合 K sp． G ／Qo21
  A
モモ?P0－2

ρ02』
d／

高

】Qo2［2

攪_値

 d

高
Co

 D
wIO－1

B 5，200 1，042 8．21 2．74 6．32 0，398 6．04 0，293 0，197 1．49

E 〃 〃 〃 〃 5．39 0，437 5．09 0，271 〃 1．28

II 〃 〃 〃 〃 607 0，465

    i5．69    1

0322 〃 1．80

D 〃 〃 〃 〃 5．］5 0，532 4．76 0，308 〃 1．65

H 〃 〃 〃 〃 4．70 0，623 4．27    1 0，324    i ’ノ 】．83

1 〃 〃 〃 〃 4．78 0，604
    …
S．36 0．321i 〃 1．79

：B 〃 〃 7．66 2．49 632 0，398 6・4i ・．3141
〃 1．56

E 〃 〃 〃 〃 5．39 0，437 5．09 0，290 〃 1．33

II 〃 〃 〃 〃 6．07 0，465 569 0，345 〃 1．73

D 〃 〃 〃 〃 5．15 0，532
    14．76

α331 〃 1．73

H 〃 〃 〃 〃 4．70 0，623 4．27 α3471 〃 1．91

1 〃 〃 〃 〃 4．78 0，604 4，36！ 0344 〃 1．87

皿 一 一 一 一 一  一 一

M 2．62 iα317 1．66

び 1 士0．21

 更二各IQo21ニヨツテ求メタA／z戸均値及ピ1Ω（）212ニヨツテ求メタdノ各2個ノ李均値ニヨツテDヲ求

ムルニ第15表乃至第17表回忌ス成績ヲ得タ．

第15表A及dノ卒均値＝ヨル場合第1例

組合セ容
夋m符合 K sp． G

A ld
ﾓ画物値

Co  D
~10－1

：B． E

FB．II

a． D

FB． H

a． I

d，II

d， D

d．II

d． I

hI． D

hI． H

hI． I

c．H
c． I

g． 1

@一  ．    「

4，711

@〃

@〃

@〃

 1．059

@ 〃

@ 〃

@〃
@〃    1

3，259

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

@〃

0，240

O，225

O226

O，214

O，235

O，228

ｿ229
O，221

O，237

O，214

O，205

O，221

O，207

ｿ223

O，215

α195i1⑳   唱

@    1．06

@    1．07

@    0．96

@    ユ．15

@    1．09

@    1．09

@    1，02

@    1．18

@    0．96

@    0．88

@    1．01

@    0．89

@    1．04

@    0．96

M lL・9

σ

」Lx100＿士9．1M

［ 253 ）
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    高  橋

第16表 A及dノ雫均値：ニヨル場合第2例

組合セ容
器ノ符合

B． E

B． II

B． D

B． H

B． I

E． IT

E． D

E． H

E． I

II． 1）

II． H

II． I

D． II

I）． I

I｛． 1

sp． G

1，058

ff 1 n

一，1．一一 × 100 一＝ ± 13．5

M

A
六六値

d
寸寸値

3．01  1 0．29⑪

“10．264

〃 10．265

〃  0．254

〃  0．248

〃 0282
〃1・．283

；膿
川1：ll！

  〃   1 0．239

〃   … 0．246

“iα240
  〃   1 0．229

Co D
× 10－1

   〇．196 1 1．60

 〃…133
〃i・34

 〃 11。23
 “；1．エ7

 〃｝1．52
〃i1・53

   lili：92

1；i｛：ll

  l’  〃   1 1．09

 “旨1．15

 “iL10
 〃  1．00

1・28・

 

1±・・17

第17表 A及dノ雫均値ニヨル場合第3例

組合セ容
夋m符合 K sp． G  A

｡寸値
 d
囃囃l

Co  D
?P0－1

B． E 5，2GO 1，042 a62 0，282 0，196 1．32

B． II 〃 〃 〃 0，303 〃 1．53

B．D 〃 〃 〃 0，300 〃 L50

B．H 〃 〃 〃 0，281 〃 1．31

：B． 1 〃 〃 〃 0，307 〃 1．57

E． II 〃 〃 〃 0，287 〃 1．37

E． D 〃 〃 〃 0，289 〃 1．39

E，H 〃 〃 〃 α298 〃 1．48

E． 1 〃 〃 〃 0，296 〃 1．46

II． D 〃 〃 〃 0，315 〃 L65

II． II 〃 〃 〃 O，322 〃 1．73

II． 1 〃 〃 〃 0，321 〃 1．72

D．11 〃 〃 〃 0，311 〃 1．61

D． 1 〃 〃 〃 0，315 〃 1．65

II． 1 〃 〃 〃 0，323 〃 1．74

一 ‘一．一一@一 －．一1一一一一． 一

M 1．54

σ
旨ドα13

⊥×ユ00＿士84M

t 254 ）



               酸素不足＝ノ呼吸機蒋二及ボス影響            2775

三三15乃至第・7表二三スモ・一二・選ソ期定順離一致スルモ・・認・得・・モ・デアツテ・ 一i｛一×

100ノ値ハ夫々±9，1，士13．5，±8．4デアル，之ニヨツテ見レバ前述セシ方法ニテ測定スル時ハ測定値誤差

ヲ李均値ノ10％以下二保ツ可能性ノアルコトが確實デアル．

 余ハ経験上測定誤差ヲ大ナラシムルモノハ實二時ノ天候ノ悪シキコト殊二風ノアルコトデアルト信ズ

ノレ．

                第8項實験方法考按

 上述ノ如ク余ノ求メタル恒数ハKroghノナセルモノト條件二於テ次ノ如ク異同ガアル．

     第18表   上表二見ルが如ク異ナル所ハ組織ノ厚サニ於テ見ルノミデア

         K・・、hi高橋7v・ tw＝余欄・K…h・夫・比較禰一二一伊

1）組織ノ厚サ

2）時   間

3）組織ノ廣サ

4）瓦斯ノ腿差

1”

1分間
lcm2

1氣魅

lcm！

1分間
lcm2

1剰堅

 以上記載セシ方法ニョツテ求メタ鑛散恒勲ハ必シモ眞敷デハナイ．

lQo212二換算スルニ使用セシ係敷kハ近似値ナルが故デアル．

 然シ絶封数値ヲ論ズルニ非ズシテ比較ノ目的二止ル時ハ余ノ方法二依ツテナセルモノニテ充分満足スル

ニ足ルト信ジ得ル．

 而シテ本法ハ次ノ長所ヲ有スルモノト思惟セラル．

 1）組織が保命中且ツ軍時間軸検スルコトヲ得ルコト．

2）弾性強カラザル組織二於テモ検スルコトヲ得ルコト．

3） 組織二無理ナ伸展塵迫等ノ外力ノ作用ナクシテ極メテ自然ノ揮力ノ牛衡朕態二於テ橡シ得ルコト．

 本法ハ亦次ノ短所ヲ有スル．

 1） 酸素ノ場合二限ラル．

ヲ剰ズレバ良イノデアル．即チ余ノ公式ニヨツテ求メタル数値

二104ヲ剰ジタルモノハKroghノ恒数ト同門ナル條二二於ケル

モノトナル．故二村ハ爾後K：roghト同一條二二於ケルモノヲ

垂垂載スノレコトトシタ．

            何トナレパ實験的［Qo2』ヲ理論的

               第3章實 験 材料

 動物ハ成熟雄性白鼠ヲ使用シタ，動物ニハ第一編及ビ第二編二等テ白色十日二二使用セシト同檬ノ二二

ヲ使用シテ3週間1000，2000及ビ4000mノ高所二相當スル低駆ヲ作用セシメ各低歴使用後門3日，第7

日及ビ第21日目＝該動物ノ肝臓組織＝就テ前述ノ方法ニヨツテ鑛散恒勲ヲ求メ，之ニヨツテ酸素ノ組織内

鑛散速度ヲ比較シタノデアル。

 封照實験トシテハ回歴ヲ作用セシメザル同様成熟雄憐白鼠肝臓ヲ使用シタ．

               第4章實験成績

                第1節封  照  値

 健康雄性白鼠肝臓＝就イテ検シタルニ第19表＝示シタ成績ヲ得タ．

 肝臓組織ノ比重（sp．G）ハ平均1．048ナル値ヲ示シタ．乾燥重：量ト漁重：量トノ比（K）ハ卒均

4．68ヲ示シ各3．68倍ノ水分ヲ含有スルモノナルコトヲ知ツタ．組織内酸素接散恒生噛平均

O．948ナル値ヲ示シタ．酸素消費量（A）ハ組織lcmg ＝就テ平均3．941×10－2cc ＝シテGsd；d

                    ［ 255 ）
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ハ雫均0．194ナル値ヲ示シタ．

第19表 四散恒数封照値

動物

ﾔ朧
膿 重 月 日 Sp， G K

  A
モモ?撃n一盆

dmm  D
w10－1

1 1 119 2．20 1，046 4．90 4，732 0，186 1，035

2 2 95 2．20 1，⑪47 5．17 4，463 0，202 1，100

3 7 100 2．23 1，049 4．42 3，892 0，184 0，832

4 8 92 3．23 1，052 4．40 3，921 α175 0，758

5 9 118 3．20 1，044 4．49 3，263 0，189 0，943

6 10 128 5， 4 1，051 4．80 3，861 0，199 0，954

7 14 130 7． 1 1，042 481 3，482 0，219 1，068

8 15 7． 1 1，056 4．45 3914 0，209 1，092

牛 均｝ ・舶8i 468｝ 3，941 1α・94 陣8
        第2節 1000米ノ高サニ相當スル低墜ノ作用セシ場合

 1000米ノ高サニ相當スル岬町ヲ作用セシメタ場合ノ成績ハ第20表乃至第22表二示シタ．

 低塵作用後3日目ノ動物ノ肝臓二品ケル酸素十二恒数ハ第14表二示シタヤウ＝最小O・646，

最大1．117，一三0．927ナル値ヲ示ス．7日目ノ値ハ最小0．665，最大1・198，zF均0・902ナル

値ヲ示ス（第21表参照）．21日後二郎テハ最小0518，最大1．072，雫均0．771デアル．斯クノ

如ク各時期＝於テ封照門＝比較シテ梢減少セルラ認メル（第22表参照）．Aハ概ネ不攣デアツ

第20表 1000米ノ高サニ相當スル低墜作用後第3日ノ櫨散恒激

動物

ﾙ秘
髄 重 月 日 sp． G

K  一  一  ．
  A
モモ?P0－2

 d

高

  D
モモ?P0－1

一  ．  一  P ｝ ． 一

1 39 82 4．17 1，042 4．88 3，203 0，224 1，019

2 40 115 4．18 1，048 5．12 3．7弓6 0，192 0，876

3 41 98 4．19 1．0弓9 4．50 3，951 0，206 1，067

4 42 130 4．19 1，052 4．46 3，963 0，182 0，835

5 43 98 4．20 1，042 4．39 3，786 0，164 0，646

6 44 89 4．20 1，043 3．99 4，231 0，204 1，117

卒 均 I l 1，046 i456 3，813 0，195 1α927

第21表 1000米ノ高サニ相當スル低墜作用後99 7日ノ損散恒藪

動物

O見
髄 重 月 目 sp． G

  A
モモ?P0－2

dmm   D
モモ?P0一一1

1 45 118 5． 2 1，049 4．33 3，634 0，169 0，665

2 46 114 5． 2 1，045 4．61 3，875 0，156 0，675

3 47 113 5． 3 1，039 4．49 3，918 0，201 1，008

4 48 114 5． 3 1，045 4．89 3，548 0，207 0，967

5 49 123 5． 4 1，054 4．76 3，783 0，208 1，043

6 56 85 5． 8 1，030 4．04 4，151 0，214 1，198

7 57 89 5． 9 1，036 4．52 3，297 0，190 0，757

李 均 1，043 1吼521 3，744 1α192 1α9・2

［ as6 ］
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第22表 1000米ノ高サニ相當スル低上作用後第21日頃摘散恒数

1

2

3

4

5

6

動物
番i漉

51

52

53

54

55

1 5s

盟 重

125

120

91

100

98

95

月 日

6

6

7

7

8

9

sp． G

1．046

1．044

1．041

1．045

1．035

1，032

K

4，00

4．18

4．83

5．24

4．22

4．28

 A
cc×10－2

3．561

3，364

4．903

3．247

3．270

3．102

均
1．041 1 4．46 1 3．s7s

d

mm
O．151

0．164

0．164

0．220

0．172

0．233

 D
cc×10－1

O．518

0．579

0．840

0．998

0．621

1．072

O．184 1 O．771

テdハ21日後＝於テ僅カニ減少ノ傾向ヲ示シテ0．184トナル．組織ノ比重（sp．G）及ビKハ殆

ンド攣化ヲ認メナイ．

第23表 1000米ノ高サ＝相當スル低堅ノ作用後

  ノsp． G， K， d， A及ビDノ乎均値ノ動揺

sp． G K A d
  D

モメ~10謄

写 照

R日後

V日後

Q1日後

1，048

P，046

P，043

kO41

4．68

S．56

S．52

S．46

3941

R，813

R，744

R，575

0，194

O，195

O，192

O，184

0，948

ｿ927

O，902

O，771

1

ハ最：小0560，最大1．110，準均0．836ナル値ヲ示シタ．

コトヲ認メタ．第7日ニハ第25表＝示シタヤウ＝最小0528，最：大1・250デアツテ第5例ノミ

ハ未ダ0528ナル十二逓減セルラ示シタルモ他ハ正常或ハ梢増加セルラ認メ平均二於テハ0・9

91ヂアツテ正常ト大差ガナイ．第21日ニハ第26表＝示シタヤウ＝最小0．729，最：大1．345，卒

均1．019ナル値ヲ示シテ僅力＝増進スルノ傾向アルヲ認メタ．dハ第3日二於テ僅カニ逓減

シ後門増加シテオル．

 此ノ程度ノ低塵が作用シタ場合ニハsp． G， K：及ビA＝ハ大差ガナイコトヲ認メタ．雫均値

二二ケル特等ノ動揺ハ第27表二示シタ．

 平均値二於ケル動揺ハ第23表＝示シ

タ．

  第3節 2000米ノ高サ＝相當

   スル三叉ノ作用セシ場合

 酸素籏予予敷ハ第3日二於テ団子24

表二二シタヤウニ第6例ハ1．931ナル

異常ナル値ヲ示シタルモ他ノ例二野テ

 即チ大略二二テ損散恒数が逓減セシ

第24表 2000米ノ高サニ相思スル低墜作用後第3日ノ擾散恒数

動物

ﾔ號
膿 重 月 日 sp． G K

  A
モメ~10－2

@    一

  d

@mm
  D
モモ?P0－1

一 『    一

1 33 115 4．13 1，045 4．83 4，666 0，194 1，110

2 34 100 4．13 1，049 5．00 3，329 0，187 0，737

3 35 97 4．14 エ，045 5．19 3，446 0，210 0，968

4 36 115 4．14 1，046 4．80 4，373 0，142 0，560

5 39 109 4．15 1，040 4．97 3，139 0，199 0，806

6 38 一  一 97 4．15 LO45 5．15 3，571 0，2ア1 L931（P）
一  『  一   一  『     ｝ ｝ T

李 均 1加51 4．99 3，754 0，186 0，836

一 π

（ as7 ］
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第25表 2000米ノ高サ＝相等スル低塵作用後第7日ノ撲散恒等

動物

ﾔ號
腿 重： 月 日 sp． G K

  A

モメ~10－2

dmm   D
モモ?P0－7

1 21 101 3．29 1，044 4．99 3，470 0，195 α839

2 22 113 3．29 1，046 520 4，050 0，187 0，902

3． 23 108 4． 8 1，052 4．99 4，325 0，208 1，184

4 24 102 4． 8 1，049 4．88 4，511 0，136 0，528

5 25 98 4． 9 1，051 4．99 2，854 0，262 1，240

6 26 95 4． 9 1，051 5．00 3，636 0，233 1，250

卒 均 i 1，049 5．03 13忍・8 1α2・41 0，991

第26表 2000米ノ高サニ相応スル低墜作用後第21日ノ損散恒歎

1

2

3

4

5

6

動物
  盟 重番號

27

28

29

30

31

32

115

118

90

84

85

103

月 日

4． 10

4． 10

4． 11

4． 11

4． 12

4． 12

sp． G

1．042

1．044

1．055

1．050

1．043

1．052

K

5．24

5．05

5．00

5．41

5．00

4．74

 A
cc×10－2

2．983

2．981

3．538

3．245

3．425

4．465

d

mm
O．200

0．194

0．237

0．255

0，220

0．183

均
1 1．04s 1 s．07 1 3．440 i o．21s

 D
cc × 10－i

O．764

0．729

1，268

1．345

1．055

0．952

1．019

第27表 2000米ノ高サ＝相當スル低堅ノ作用後

  ノsp． G， K， d， A及ビ1）ノ干均値ノ動揺

！lSFGll  K
A d

  D
モメ~10一・

封 照 1，048 4．68 3，941 0，194 い粥
3日後 1，045 4．99 3，754 α186 P 0，836

7日後 1，049 5．03 3，808 0，204 0，991

21日後 1，048 5．07 3，440 0，215 1，019

  第4節 4000米ノ高サニ相當

   スル低歴ノ作用セシ場合

 酸素籏散恒撒ハ3日後sハ第28表二

示シタヤウニ最小0．477，最大1．012＝

シテ實験例6例ノ内3例ハ甚ダ著明二

減少シ1例隔子大ナルモ平均値二於テ

著明二減少セルラ認メタ．7日後ニハ

第29表二示シタヤウニ最小0．879，最大1．002，平均0．931ナル値ヲ示シ劃照二比シテ大ナル

差違ヲ認メナイ．第21日＝於テハ第30表二示シタヤウ；最小0575，最大1．060，平均0．808

     第28表 4000米ノ高サ三相當スル低墜作用後年3日ノ損散恒数

動物

ﾔ號
鰹 重 月 日 sp． G K

  A

モメ~10－2

dmm   D
モモ?撃n－1

1 15 100 3…1 1，042 457 3，781 0，142 0，477

2 16 90 3．21 1，039 4．92 3，618 0，175 O，704

3 17 130 3．22 LO51 5．03 4235 0，194 1，012

4 18 135 3．22 1，051 4．76 4773 0，167 0，844

5 19 126 3．23 1，045 4．56 4，778 0，147 0，615

6 20 95 3．23 1，049 4．78 3，292 0，161 0，538

卒 均 陣61 ・・771
4，080 0，164 ｛α698

［ 258 ］



        酸素不足ノ呼吸機轄二及ボス影響

第29表 4000米ノ高サニ相當スル三二作用二三7日ノ三二三二

2779

動物

O二
燈 重 月 日 sp． G K

  A
モモ?P0－2

dmln   D
モメ~10－1

1 2 3 4 3456 82

P11

P00

V3

2．21

Q．21

Q．22

Q．22

1，054

P，055

P，053

P，052

5．06

S．92

S．76

S63

4，687

R，942

S，716

T，309

0，184

O，192

O，175

O，161

1，GO2

O，918

O，923

O，879

平      均 ・釧48414664「－α178「α931

第30表 4000米ノ高サニ相盛スル低墜作用後第21日ノ損散恒数

1動物
番i漉

1

2

3

4

5

9

10

11

12

13

麗 重

80

90

70

105

月 日

3． 15

3． 15

3． 16

3． 16

100 1 3． 20

均

sp． G K  A
cc × 10－2

d

mm
1．054

   
1・0611

1．049

ユ．047

1．051

4．s4 1 3．s5’gT’6．i’，ve，

4．51 i 3．219 1 O．200

5．14 1 3．041 ll O．234

s．17 i s．323 1 O．ls6

4．93 1 4．605 ］ O．140

 1）
cc × 10－1

O．764

0．817

1．060

0．824

0．575

1．os2 1 4．gg 1 3．g4s O．180 1 O．808

第31表 4000米ノ高サニ相當スル二二作用後ノ

  sp． G， K， A， d及ビDノ不均値ノ動揺

封 照

3日後

7日後

21日後

sp． G

1．048

1，e46

1．054

1．052

K

4．68

4．77

4．84

4．99

A

3．941

4．080

4．664

3．948

d

O．194

0．161

0，178

0．180

 D
cc × 10－1

O．948

0．698

0．931

0．808

ニシテ肇寸照覧二比シテ梢低位デアル．

此ノ程度ノ爆睡が作用シタ場合ニモ

sp．G， A及ビKニハ著攣アルヲ認メナ

イ．dハ3日後ノ不均0．161，7日後ノ

手均0．178，21日後ノ亭均0．180デアツ

テー般二梢下降シテ3日一二於テハ比

較的著明デアル．李均値二於ケル動揺

ハ第31表二示シタ．

              第5章實験成績総括

             第1節 酸素蹟散乱歎ノ成績総括

 酸素損散恒数ハ各個髄ニヨツテ可成ノ差違アルヲ認メシムルモ卒均値二就テ大略ノ傾向ヲ

窺フニ共ノ動揺ハ第32表＝見ルが如シ．

          第32表 低直作用後ノ酸素西下恒数ノ動揺

匿照13畷7咽2・日後、

1000米ノ高サニ丁丁スル丁丁作用ノ場合

2000米ノ高サ四相當スル低墜作用ノ場合

4000米ノ高サニ相當スル白白作用ノ場合

O．948

O．927

0．836

0．698

O．902

0．991

0．931

O．771

1．0王9

0．808

1000米ノ高サ＝相當スル場合二於テ第3日目ニハO．927，

                 ［ 259 ）

即チ封照値ノ97．8％ニシテ大ナ
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ル動揺ナク第7日置ハ0．902ナル値ニシテ甘心値ノ95・1％ナリ．第21日目＝ハ0・771ニシテ

謝照二比シテ81．3％ナル値ニシテ梢刷了セルラ認ム．帥チ此ノ程度ノ低墜作用後短時日内＝

於テ一大ナル鍵化ナク日ヲ経ル＝ツレテ次第二二散恒数ノ逓減スルヲ二二ル・

 2000米ノ高サ＝相當スル低墜ノ場合ニハ第3日目国乱0．836，封照値ノ88・2％二逓減ス・

第7日後ニハ0．991ニシテ封照二比シテ104・5％＝相當ス，第21日後二尊テハ1・019ニシテ封

照値＝比シ107．5％ナル債ヲ示シタ．帥チ此ノ程度ノ低璽が作用シタル場合＝ハ作用後短時

日内二於テ梢著明皇逓減シ然ル後正常二回復シ地絹夫以上二号進スル傾アリ．

4000米ノ高サ＝相識スル低墜ノ；場合晶出第3日目二〇．698，封照値二面シテ73・6％；相當

シ可成著明二逓減シ，第7日目＝於テハ0．931ニシテ封照値二比シテ98・2％ナルヲ示ス．第

21日目二於テハ0．808，樹照二比シテ85．2％ナル値ヲ示セリ．EPチ此ノ程度ノ低墜が作用セ

ル場合ニハ作用後短時日内＝於テハ著明＝酸素損散恒数が下降シ然ル後二恢復二向フコトヲ

認メタ．

 之ヲ要スルニ低墜作用後ノ酸素接散恒藪：ハ第4圖＝於ケル曲線二君セルが如ク第3日目二

於テハ1000米ノ高サ＝相當スル低墜ノ場合一計化殆ンド無ク，4000米ノ高サ＝相當スル低塵

ノ場合＝ハ確實二逓減シ，2000米ノ高サニ丁丁スル丁丁ノ場合ニハ其ノ中位ニアルヲ認メ

タ．而v’テ第7日目ニハ既二正常値附近二恢復セルラ認メル．

            第4圖 酸素鑛散恒数ノ移動曲線圖

綴

で㌔

10

09

O－8

o．ア

e・6

O・5

．くこ＿一／r二’＝二＝二二：＝＝＝二塾
× 一’一’N’ F7（一一／＝ ：

 x ／ ／ ”N－N：
  V  ／ ’X－xl              NM．．N．．
                 N．N．                    Nb

一…“． 一一・一1000米ノ高サニ相當スル低歴作用ノ場合

一一一一一一 Q00⑪米ノ高サニ相當スル低墜作用ノ場合
    rOOO米ノ高サ＝相當スル低歴作用ノ場合

経過H数灘   s日後

聞33表

7日後 21日後

低平作用後ノ組織ノ比重，乾燥重：量ト漁重量トノ

比，組織ノ酸素消費量並限界切片厚

⊥00U米ノ高サニ相當スル低嘩作用ノ最合 ZUUU米ノ高サ甲西當スル低腿作用ノ場合 4GOU米ノ高サニ相子スル低駆作用ノ場合

・pG hKIA1・ ・pG hKAI・
                             一  『  ｝

EpG hKIA ・
封 照
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        第2項 組織ノ比重，乾燥重量ト漁重量トノ比，組織ノ

            酸素消費量並＝限界切片厚ノ動揺

 組織ノ比重，乾燥重量ト漁重量トノ比及ビ酸素浩費量ノ動揺ヲ見ルニ何レノ場合＝モ何レ

モ著明ナル導通ナシ．限界切片厚ハ1000米，第21日s馳駅低ク2000米，第3日＝ハ輕陰言下

降シ後身力＝上昇ノ傾向ヲ示ス．4000米ノ場合バー般＝下降シ第3日二於テハ比較的著明ヂ

アル．

               第6章 考   按

 c4｝ Krogh（lg19）ハ蛙組織二：就テ彼ノ考案セシ装置二擦ツテ験セシニ瓦斯ノ塵差一眼塵ナ

ル時組織ノ厚サ0．001mmニシテ廣サ1cm？ヲ有スル場合＝1分聞生恥散スル酸素ノ量ハ腹筋

＝於テハ大略，1・4・10－1cc結締織田於テハ1・15iO－Tccデアルコトヲ報告シテヰル．余ノ〉前述セ

シが如ク白鼠肝臓二瀬テ験セシ＝c4）Kroghノソレト同要約＝於テO．94810一1ccナルコトヲ夢

野歯並．即チ彼ノ蛙腹筋＝於ケル値ト大ナル開ガアル．此ノKrogh，1．4．10－1ナル値無生艦

内組織ノ酸素鑛散恒敷トシテ（5）Warburg一派ノ學十二廣ク使用サレテオル．最近（6）H：ennig

（1935＞ハ彼ノ論交二於テ擬散粗織ヲ殆ンド不遜ノモノト考ヘタ．即チ発出酸素不足二遭遇セ

ル場合二動物ノ瓦斯代謝が低下スルハ損散強弩が不攣ナル爲メニ組織二酸素供給が杜絶セラ

レタル部分ヲ生ジ之が爲メ中橿棘経ヲ介シテ酸素清費ヲ抑歴セシムル衝動ヲ現スモノナリト

推論シテヰル．

 爵号組織二於テモ臓器ノ異ナルニヨツテ酸素ノ接散恒歎二差違アノLコトハKroghノ實測

値藁囲ツテモ判ル．余山隠一組織＝於テモ重藤散恒数二差違ヲ來シ得ルモノナルコトヲ認メ

タ．叉酸素不足ノ歌態二歩スル生物ノ抵抗劇的曜日ョリテモ大イニ差違アルモノナルハ既二

幅メラレタル所ニシテ此ノ抵抗二封シテ大イニ意味アル所ノ損散恒藪二於テモ大イニ差違ア

ルモノナルコトヲ認メ得タ．帥チ余ハ酸素損散遽度ハ個髄的ニモ臓器的ニモ且亦種無的＝モ

相店大ナル差違アルモノト信ズルニ難読ラズト思フ．

 余ノ適適成績ヲ見ルニ1000米ノ高サ＝相當スル低墨ノ作用二野テハ輕楽照之ヲ低下シ，

4000米ノ高サニ相當スル低璽ノ作用後二途テハ一時著明二遽減シ7日後二型テ間塞二選恢復

シ，2000米ノ高サニ相當スル低墜ノ作用後ハ前二者ノ中間＝位スル攣化ヲ示セルラ認メタ．

而シテ斯クノ如キ攣化ハ如何＝シテ惹起セラレタカノ問題ハ此ノ方面ノ研究ナク今日之ヲ断

定スルコトハ困難ナル事二驕スルモ，余ハ恐ラクHennigノ云ヘル如ク組織ノー部分EPチ毛

細1血管ヨリ比較的大ナル距離ニアル組織ノ微細部分二於テ酸素ノ供給杜絶セラレ之が爲メニ

該組織部分が次第二退行性過程ヲ辿りシ爲メニ組織ヲ外部二取リ出シタル後月チ保命時二於

テモカ・ル攣化ヲ示スモノナラント思バレル．高度ノ低墜ノ作用後二戸テハ肝臓二化學的ナ

i攣化アルコトハ明カニシテ（7） Laubenderニヨルト肝臓ノ蛋白窒素ハ減少スルがR一：Nが

増加スルヲ認メ之面懸ツテ高度ノ面詰ノ場合壬生禮内二自家融解ヲ惹起スルモノト認メタ．

（8） Angelescuモ強度ノ稀薄室氣中二於ケル動物ノ肝臓＝ハRest一：Nが全窒素ノ26．7％二増加
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スルト言ツテヰル．而シテ鰻餓時二於テモRest－Nが増加スルノデアルが余ノ出面二於ケル

第；3日目二於テハ虚血モ高度ノモノトハ考ヘルコトが出血ナイ．（9）Elias und Taubenhausハ

全髄ノ蛋白が減少スルが肝臓内二於ケル蛋白質が増加スルコト＝ヨツテ生恥内二於テ蛋白質

ノ移動ガアルモノト認メテヰル．qo， Lewjnstein und v． Schr6tter， G D Loewy，（9） E］iasニヨル

ト高度ノ低堅二於テハ脂肪蓄積が起ルコトヲ認メ，α3）Rosinハ海瞑及ビ廿日四二就テ組織三

川二槍セシ＝高度ノ低円作用後40時間後入シテ脂肪蓄積が起り藪日月持綾シ更＝長ク低墜

中＝置ク時ハ實質性ノ攣化が起り肝細葉ノ申央部＝壌死部ヲ認ムルニ至ルト云ツテオル．

G2）Cambe11， T．Aモ亦同様ナル攣化ヲ認メタ．斯クノ如ク高度ナル低璽作用後ニハ著明ナル

攣化が惹起セラル・モノナルハ明力＝シテ余ノ實験二於テハ上述ノ文献ノ示ス如ク高度ナル

低堅ナリトナシ難キモ多少ノ攣化ヲ招致セシコトハ疑ヒ得ザル所デアツテ低璽作用後第3

日四目シテ酸素ノ四散速度ヲ逓減スルが如キ障碍ヲ來シ爾飴ノ低墜二封スル生膿反慮所謂

Akklimatisationガ完備セラル・＝ツレテ此ノ障碍ノ強サモ減少シ1週間内外＝シテ略奮二恢

復スルモノト考フルヲ安當ヂアルト信ズル．

 組織ノ比重，含水量及ビ酸素消費量トノ間ノ關係及ビ之等ノ組織学酸素援散恒敷ノ動揺ト

ノ關係ヲ見ル＝前三者ハ何レモ著攣ナク酸素損散響町ノミノ攣移著明ナル＝ヨリ少クトモ余

ノ實験デハ損散恒数ノ攣化ト上述物理的要素トノ間二密ナル關係アルモノト信ズルコトが出

來ナイ．

               第7章 結   論

 余ノ實験ニヨツテ次ノ結論二達シ得ルモノト信ズ．

 1．白鼠二2000米及ビ4000米ノ高サニ相當スル低堅ヲ作用幅シムル時ハ歎日後二野テ肝臓

組織内酸素廣散恒敷ハ組織全燈トシテハ遊減セラレ約1週間後ニハ恢復スル傾向ノアルコト

ヲ認メル．

 2．白鼠二1000米ノ高サニ相當スル下等ヲ作用セシメタル時ハ酸素損散恒数ハ輕度ナレド

モ比較的長期＝渉ツテ減少スル．

 本編ノ物理的及ピ撒學的範團二於テハ金澤高等工業學校青山兵吉敢授及ビ理學士齋藤有氏ノ御敢示ニヨ

ル所多シ，此庭二附記シテ感謝ノ意ヲ表ス．
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